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国
民
生
活
・
経
済
に
関
す
る
調
査
会
）

国
民
生
活
・
経
済
に
関
す
る
調
査
報
告
要
旨

本
調
査
会
は
、
国
民
生
活
・
経
済
に
関
し
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
調
査
を
行
う
た
め
、
第
百
九
十
二
回
国
会
の
平
成
二
十

八
年
九
月
二
十
六
日
に
設
置
さ
れ
、
三
年
間
を
通
じ
た
調
査
テ
ー
マ
を
「
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
参
画
で
き
る
社
会
の
構

築
」
と
決
定
し
た
。
一
年
目
は
、
調
査
テ
ー
マ
の
う
ち
、
「
経
済
・
生
活
不
安
の
解
消
」
に
つ
い
て
、
二
年
目
は
、
「
豊
か
な

国
民
生
活
の
実
現
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
っ
た
。

三
年
目
は
、
「
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
向
け
た
環
境
の
整
備
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
「
住
ま
い
の
確

保
」
、
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
」
及
び
「
経
済
・
生
活
環
境
を
め
ぐ
る
課
題
と
展
望
」
の
各
調
査
項
目
に
つ
い
て
参
考

人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
質
疑
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
委
員
間
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
、
四
つ
の
柱

か
ら
成
る
提
言
を
含
む
調
査
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
去
る
五
月
二
十
二
日
、
議
長
に
提
出
し
た
。

提
言
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

経
済
・
生
活
環
境
を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決

格
差
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
世
帯
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
政
策
へ
の
転
換
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
、
非
正



規
雇
用
を
固
定
化
し
な
い
た
め
の
取
組
、
長
時
間
労
働
の
解
消
、
労
働
に
関
す
る
教
育
の
推
進
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。

二

子
ど
も
の
貧
困
の
解
消

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
等
の
見
直
し
、
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る

指
標
の
在
り
方
、
学
校
給
食
の
全
校
実
施
等
、
子
ど
も
が
学
習
で
き
る
住
環
境
の
整
備
、
教
育
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
提
言

を
行
っ
た
。

三

住
ま
い
の
確
保

福
祉
政
策
と
住
宅
政
策
の
融
合
、
住
ま
い
の
実
情
調
査
と
政
策
効
果
の
検
証
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
運
用
の
改

善
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
円
滑
化
に
向
け
た
対
応
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。

四

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
環
境
整
備
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
の
取
組
、
地
域
に
お
け
る
障
害
者
の
生
活
・
就
労
支
援
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
外
国
人
の
受
入

れ
、
災
害
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。


